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４
保
育
所
で
「
秋
の
遠
足
」
が
行
わ
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、
子

ど
も
た
ち
は
自
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ふ
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な
が
ら
元
気
い
っ
ぱ
い

「
秋
」
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満
喫
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ま
し
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事　　業　　名
駒ヶ嶺小改築事業
尚英中旧校舎解体及び
グラウンド整地事業
総合運動公園建設事業
地域活性化事業
老人福祉・
障害者福祉事業
第３子出生児祝金事業
予防接種・健康審査等事業
合併浄化槽設置・ゴミ処
理等　環境衛生事業
上水道事業出資金
産業育成支援事業

（遊海しんち）
電源立地促進対策交付金
道路改良事業
ほ場整備事業
ふるさとの山保全事業
ふるさと林道整備事業
農村総合整備事業
漁業集落環境整備事業
道路橋梁整備事業
公営住宅（中里）建設事業
遺跡等発掘調査事業
役場庁舎建設基金積立金
国民健康保険特別会計
繰出金
老人保健特別会計繰出金
農業集落排水事業特別会
計繰出金
公共下水道事業特別会計
繰出金

事　業　費
５２３,８５７

１１４,７２３
６４４,７４８

３,０００

３９１,０２５
２,８００

４７,２５３

９０,９７５
１２２,２４４

１０,４９８

８７,０７８
２０６,５７５
５９,１７２
２０,１０４

１８３,５５９
３５,９３４

２９５,２６６
２５,０４６
３,８４０

４６５,１０２

９０,６３２
４６,５４２

４２,２４７

１４９,５９７

歳　出 
（使ったお金） 

道路の改良舗装、総合公園整 
備、公営住宅建設、公共下水道 
事業特別会計繰出金など 

駒ヶ嶺小学校改築、尚英中学 
校校庭整備、町奨学金貸付、 
図書館維持管理など 

役場庁舎建設基金積立、人づ 
くり研修費など 

老人福祉、出生児祝金など 

住民健診、生活ゴミ収集運搬、 
病院負担金、上水道整備事業 
出資金 

借りたお金（起債）の返済 

広域消防負担金、消防施設整 
備費など 

議会だより発行、議会に要す 
る経費など 

遊海しんち、海水浴場開設、 
商工会補助金など 

商工費・災害復旧費・労働費 
9,019万8千円 

議会費 
9,981万6千円 

消防費 
1億5,553万3千円 

公債費 
3億5,284万1千円 

衛生費 
4億9,026万2千円 

農林水産費 
8億7,726万円 

民生費 
8億8,758万4千円 

教育費 
10億8,819万8千円 

総務費 
12億8,472万円 

土木費 
13億3,306万1千円 

６
６
億
５
、９
４
７
万
３
千
円 

農業振興事業費、農道等整備 
費、松くい虫防除、ふるさと 
の山保全費、漁業集落環境整 
備費、農業集落排水事業特別 
会計繰出金など 

40億761万円
2億7,515万4千円

4,196万9千円
1,358万9千円

32万6千円

歳入

6億1,580万4千円

9億2,934万8千円

14億4,439万7千円

3億1,046万5千円

3,242万2千円

歳出

5億6,533万3千円

9億2,699万4千円

14億2,876万3千円

2億9,673万2千円

3,242万2千円

歳　入 
（入ったお金） 

みなさんが納めている町民税 
や固定資産税、軽自動車税な 
どです。町の大切なお金とし 
て、教育や福祉、施設の整備 
など様々な事業に幅広くあて 
ました。 

国が町の事業に対して負担す 
るお金。使い道は決まってい 
て尚英中学校グラウンド整備、 
駒ヶ嶺小学校改築、総合公園 
整備などにあてました。 

備えて積み立てておいた基金 
から、一般会計への移動 

県が、町の事業に対して負担 
するお金。使い道は決まって 
いて福祉関係や農林水産業事 
業費にあてました。 

小中学校の整備や総合公園の 
整備、上水道整備などにあて 
るための、町の借金。県知事 
の許可により、政府資金など 
から借りました。 

地方譲与税は、自動車重量譲 
与税、地方道路譲与税、特別 
とん譲与税など。 
分担金及び負担金・その他は、 
保育料や老人ホーム入所料、 
公営住宅使用料、役場窓口の 
発行する印鑑証明手数料など 
です。 

町　税 
43億3,864万8千円 

繰入金 
3億7,529万7千円 

繰越金・地方譲与税・地方消費税交付金 
分担金及び負担金・その他 

7億9,909万5千円 

県支出金 
3億262万円 

町　債 
3億5,720万円 

国庫支出金 
7億1,806万2千円 

６
８
億
９
、０
９
２
万
２
千
円 



区　分

11年度 6,659,474 1,115,783 793,312 16.8 11.9

歳出額

A

人件費

B うち職員給C （B/A） （C/A）

人件費率（％）

区　分 一 般 行 政 職

平均給料月額 平均年齢

311,900円 38.6歳 293,100円 45.4歳

平均給料月額 平均年齢

技 能 労 務 職

11年度

期末手当
勤勉手当

（期末手当） （勤勉手当）（計）

６月期 1.45月分 0.6月分 2.05月分

12月期 1.75 〃0 0.6 〃0 2.35 〃

３月期 0.55 〃0 ー 0 0.55 〃

計 3.75 〃0 1.2 〃0 4.95 〃

※職制上の段階、職務の級等による加算措置あり

（支給率） 自己都合　　　勧奨・定年

勤続20年 21.00月分 28.875月分

勤続25年 31.75 〃0 44.55 〃0

勤続35年 47.5 〃0 62.70 〃0

最高限度額 60.0 〃0 62.70 〃0

その他の加算措置　退職時特別昇給１～２号給

配偶者 16,000円

第１子　配偶者扶養 5,500円

配偶者非扶養 6,500円

配偶者なし 11,000円

第２子 5,500円

その他 それぞれ2,000円

16歳～22歳の子１人につき 5,000円を加算

借　　　家　　　　　　自　　　宅

100円～27,000円　　　　　　　　3,500円

交通機関利用者　　　　交通用具使用者

運賃相当額　　 2,000円～32,400円

退職手当

扶養手当

住居手当

通勤手当

部　　　　門

一般行政
部　　門

議　　会
総務企画
税　　務
民　　生
衛　　生
農林水産
商　　工
土　　木
小　計

教　　育
小　計

下 水 道
そ の 他
小　計

平成11年
2

26
8

38
8

15
2

13
112
22
22
4
4
8

142

平成12年
2

25
8

40
8

15
2
14

114
22
22
4
4
8

144

△1

2

1
2

2

特別行政
部　　門

公営企業等
会計部門

合　　　　計

職員数（人） 対前年
増減数

※主な増減理由
・総務企画部門　　電源立地促進対策交付金事業の終

了による減
・民生部門　　　　０歳児保育に伴う保育士の増
・土木部門　　　　相馬地方広域市町村圏組合の食肉

センター廃止に伴う職員受入

区　　分

町　　　長

助　　　役

収　入　役

教　育　長

給料（報酬）月額等

817,000円

677,000円

658,000円

643,000円

区　　分

議　　　長

副　議　長

議　　　員

期　末　手　当

06月期 1.45月分

12月期 1.75 〃

03月期 0.55 〃

計 3.75 〃

給料（報酬）月額等

300,000円

254,000円

237,000円

従
事
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
の
不

足
や
農
業
機
械
の
老
朽
化
、
兼
業
や

施
設
型
農
業
へ
の
専
念
な
ど
様
々
な

理
由
で
規
模
を
縮
小
す
る
農
業
者
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
に
よ
る

農
作
業
の
受
委
託
や
農
用
地
を
認
定

農
業
者
が
引
き
受
け
、
収
入
の
増
や

規
模
拡
大
に
よ
り
経
営
基
盤
の
強
化

を
図
る
の
が
、
農
地
の
流
動
化
に
よ

る
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
促
進
で
す
。

認
定
農
業
者
は
、
農
業
経
営
の
意

欲
が
強
く
、
経
営
改
善
の
方
向
を
明

確
に
し
た
農
業
者
で
す
。
こ
れ
か
ら

の
農
用
地
な
ど
の
集
積
は
認
定
農
業

者
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
す
。

遊
休
と
な
る
農
地
の
荒
廃
の
防
止

農
業
委
員
や
集
落
代
表
者
に
よ
り

構
成
す
る
農
地
流
動
化
推
進
員
が
、

農
用
地
の
利
用
の
集
積
や
連
担
的
な

土
地
利
用
が
望
ま
し
い
方
向
へ
向
か

う
よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
推
進
員
が
農
用
地
の
所

有
権
移
転
や
貸
し
付
け
・
農
作
業
の

受
委
託
な
ど
を
希
望
す
る
「
出(

貸)

し
手
」
農
家
を
個
別
に
訪
問
。
申
し

出
に
よ
る
仲
介
や
相
談
な
ど
、「
受
け

手
」
と
な
る
認
定
農
業
者
な
ど
と
の

結
び
付
け
を
図
り
、
農
地
の
流
動
化

を
推
進
し
ま
す
。

町
で
は
遊
休
桑
園
の
一
掃
、
農
地

の
流
動
化
を
め
ざ
し
、
遊
休
桑
園
の

抜
根
整
備
に
要
し
た
経
費
に
対
し
、

桑
園
跡
に
作
付
を
す
る
こ
と
を
条
件

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
平
成
９

年
度
か
ら
３
年
間
の
措
置
で
し
た
が
、

平
成
14
年
度
ま
で
延
長
し
ま
す
。
団

体
・
個
人
は
問
い
ま
せ
ん
。
農
地
の

荒
廃
防
止
の
た
め
、
積
極
的
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

�
役
場
産
業
課
（
�
�
２
１
１
１
）

法
律
や
制
度
に
基
づ
い
て
農
地
を

「
売
買
」「
貸
し
借
り
」
を
し
た
場
合

は
、
税
の
控
除
な
ど
の
優
遇
措
置
や

相
談
・
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

・農業日誌 １，４００円
・ファミリー日誌１，４００円
・新農家暦 ４６０円
� １１月１３日�
�

役場産業課（��２１１１）

や
農
業
の
担
い
手
の
確
保
な
ど
農
地

の
流
動
化
は
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
を

支
え
る
重
要
な
制
度
で
す
。



未来博を10倍楽しむため、今月から7回にわたり「おすすめコース」を紹介します。

第
３
回
新
地
町
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会
が
10
月
９
日
の
体
育
の
日
に
、
町

民
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー

ル
に
２
キ
ロ
、
３
キ
ロ
、
５
キ
ロ
、

ペ
ア
（
２
キ
ロ
）、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
３
キ
ロ
）
な
ど
12
部
門
と
事
前
に
申

告
し
た
タ
イ
ム
と
実
際
の
タ
イ
ム
の

差
で
競
う
ト
リ
ム
マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ

れ
、
町
内
外
か
ら
159
人
の
ラ
ン
ナ
ー

が
参
加
し
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
模
様
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ス
タ
ー

ト
し
た
選
手
は
、
富
倉
、
原
、
駒
ヶ

嶺
地
区
を
熱
走
。
家
族
や
応
援
団
な

ど
多
く
の
町
民
の
声
援
を
う
け
な
が

ら
、
全
選
手
が
無
事
完
走
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
は
「
う
つ
く
し
ま
未

来
博
」
の
記
念
事
業
と
し
て
開
催
さ

れ
、
キ
ビ
タ
ン
も
一
生
懸
命
走
る
選

手
を
応
援
し
ま
し
た
。
閉
会
式
会
場

の
総
合
体
育
館
で
は
、
キ
ビ
タ
ン
と

の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
も
行
わ
れ
、
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
し

た
。

２㎞／小学１．２年生男子　　（分）（秒）
１　菊地　良和 （新地小２年） ８：３６
２　浜野　純志 （新地小２年） ８：４０
３　林　　晃司 （福田小１年） ９：１７

２㎞／小学３．４年生男子
１　四栗　和人 （中村二小３年） ７：２８
２　早川　翔太 （新地小４年） ８：０５
３　冨士原　光 （坂元小３年） ８：１１

２㎞／小学５．６年生男子
１　早坂　　薦 （新地小６年） ６：５１
２　木村　祐貴 （駒ヶ嶺小６年） ７：０６
３　菅野　裕次 （駒ヶ嶺小６年） ７：２５

２㎞／小学１．２年生女子
１　武澤　沙輝 （新地小２年） ９：１１
２　前澤　萌子 （新地小２年） １０：０９
３　高澤ちひろ （新地小２年） １０：３４

２㎞／小学３．４年生女子
１　加藤　美沙 （新地小３年） ８：１３
２　泉田　愛美 （新地小４年） ８：４９
３　橋浦　志歩 （駒ヶ嶺小３年） ９：０２

２㎞／小学５．６年生女子
１　泉沢　　愛 （新地小６年） ７：５１
２　渡辺　　茜 （福田小６年） ７：５２
３　中津　幸子 （大野小５年） ８：１８

２㎞／ペアの部
１　桜井　　智・雄介 （明地） ９：３９
２　目黒　慶諭・悠也 （岡） １１：４１
３　小野　茂夫・誠 （町） １２：１４

５㎞／中学生男子
１　吉田　真也 （尚英中３年） １７：４７
２　寺島　高幸 （尚英中３年） １９：１１
３　中津　範洋 （中村一中１年） ２０：４８

５㎞／一般男子
１　大和田一彦 （城内） １７：２５
２　荒木　良司 （相馬市） １７：４８
３　佐藤　信芳 （国見町） ２０：０２

３㎞／中学生女子
１　石田　千穂 （尚英中２年） １６：０２
２　目黒　友美 （尚英中１年） １６：５５

３㎞／一般女子
１　荒　　紀恵 （中里） １６：１１
２　飯塚　弘子 （相馬市） １６：２４
３　小賀坂玲子 （中里） ２０：２０

３㎞／ウォーキング
１　加藤　貞子 （大戸浜） ３３：０６
２　星　アイ子 （城内） ３４：０７
３　五十嵐ヒラ （城内） ３４：１５

トリムマラソン （トリム記録：秒差）
１　目黒　拓実 （新地小６年） ０１
２　佐藤　信芳 （国見町） ０３

�10
月
22
日
に
、
町
民
ら
60
人
が
参

加
し
て
行
わ
れ
た
「
第
17
回
町
民
ゴ

ル
フ
大
会
」
で
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ホ
ー
ル
が
設
け
ら
れ
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

募
金
と
し
て
５
万
１
、１
８
３
円
が
ふ

く
し
ま
駅
伝
実
行
委
員
会
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。



平
成
12
年
度
町
消
防
団
秋
季
演
習

が
10
月
29
日
、
駒
ヶ
嶺
小
学
校
で
、

消
防
団
員
、
婦
人
消
防
隊
約
３
５
０

人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

演
習
で
は
、
火
災
が
多
く
発
生
す

る
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
備
え
、
通
常

点
検
や
機
械
器
具
点
検
、
ポ
ン
プ
操

法
、
中
継
放
水
訓
練
、
婦
人
消
防
隊

に
よ
る
一
斉
放
水
、
水
害
な
ど
に
備

え
た
積
土
の
う
工
法
に
よ
る
水
防
訓

練
の
演
習
を
団
員
た
ち
は
機
敏
な
動

作
で
行
い
ま
し
た
。
演
習
の
最
後
に

は
、
駒
ヶ
嶺
地
区
を
行
進
し
、
火
災

予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

�

新
潟
県
豊
栄
市
の
女
性
消
防
団
が

10
月
18
日
、
研
修
事
業
と
し
て
来
町

し
、
町
女
性
消
防
団
と
意
見
交
換
を

し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

豊
栄
市
の
女
性
消
防
団
は
13
人
で
、

普
段
は
、
消
防
本
部
の
支
援
活
動
や
自

治
会
へ
の
応
急
救
護
指
導
、
保
育
園
・

幼
稚
園
で
の
防
火
指
導
な
ど
地
域
で
活

発
に
防
火
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

意
見
交
換
会
で
は
、
お
互
い
の
活
動

内
容
や
活
動
し
て
い
く
う
え
で
の
問
題
点

な
ど
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
交
換
が
さ

れ
、
有
意
義
な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

�
町
特
産
品
振
興
協
議
会
が
平
成
７

年
か
ら
、
町
お
こ
し
の
一
環
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
「
純
米
吟
醸
酒
鹿
狼

山
」
の
原
料
と
な
る
酒
米
の
出
庫
式

が
10
月
20
日
、
Ｊ
Ａ
そ
う
ま
新
地
低

温
倉
庫
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
出
庫
さ
れ
た
酒
米
は
、
厳

選
さ
れ
た
町
内
産
の
ひ
と
め
ぼ
れ
40
俵

（
2.4
ト
ン
）
で
、
醸
造
を
依
頼
し
て
い

る
会
津
坂
下
町
の
蔵
元
、
曙
酒
造
に

送
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
の
鹿
狼
山
は
、
７
２
０
㍉
㍑

の
原
酒
と
純
米
吟
醸
酒
の
生
タ
イ
プ

を
生
産
予
定
で
、
原
酒
は
11
月
４
日
、

生
は
12
月
20
日
か
ら
町
内
８
件
の
酒

店
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

�
第
８
回
町
民
の
翼
団
員
で
つ
く
る

「
バ
ン
フ
’98
」（
目
黒
祐
子
団
長
）
は

10
月
22
日
、
老
人
憩
い
の
家
を
気
持

ち
よ
く
使
っ
て
も
ら
お
う
と
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

老
人
憩
い
の
家
に
は
、
メ
ン
バ
ー
14
人

が
集
ま
り
、
台
所
周
り
や
部
屋
の
清
掃
、

窓
ふ
き
な
ど
を
半
日
か
け
て
丁
寧
に
行
い
ま

し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
「
清
掃
活
動
は
定
期
的

に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
窓
ふ
き
を
中

心
に
行
い
ま
し
た
。
利
用
者
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
の
が
一
番
で
す
。
今
後
も
続
け
て
い
き

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

�
平
成
９
年
に
結
成
し
、
歳
末
助
け

合
い
運
動
や
ひ
か
り
の
箱
募
金
、
駒

ヶ
嶺
駅
周
辺
の
清
掃
な
ど
地
域
で

様
々
な
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い
る

「
新
地
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」（
斎
藤

賢
一
代
表
）
は
、
世
界
ラ
イ
オ
ン
ズ

奉
仕
デ
ー
の
10
月
８
日
、
水
源
を
き

れ
い
に
す
る
運
動
と
し
て
鹿
狼
山
周

辺
の
清
掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
朝
６
時
か
ら
会
員
13
人

で
、
鹿
狼
山
周
辺
の
た
め
池
や
登
山

道
な
ど
の
立
木
の
伐
採
や
雑
草
の
除

草
な
ど
を
行
い
、
環
境
保
全
の
推
進

に
つ
と
め
ま
し
た
。

�



読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ス
イ
ミ
ー
」

が
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。
楽
し
い

絵
本
や
紙
芝
居
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

˝x œ

・
の
ほ
ほ
ん
絵
日
記

さ
く
ら
も
も
こ

ひ
ろ
し
の
説
明
、
く
い
し
ん
ぼ
う

同
盟
、
さ
か
な
の
名
前
な
ど
、
さ
く

ら
も
も
こ
の
プ
プ
ッ
と
笑
え
る
絵
日

記
を
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
掲
載
。

・
黒
曜
堂
　
　
　
　
　
　
藤
沢
　
周

名
刺
印
刷
店
「
黒
曜
堂
」
の
雇
わ

れ
店
長
の
俺
の
前
に
、
疫
病
神
み
た

い
な
女
が
現
れ
た
。
そ
れ
以
来
何
か

が
壊
れ
は
じ
め
て
い
る
…
。

・
い
と
お
し
い
日
々
　
小
池
真
理
子

・
ア
メ
リ
カ

井
上
路
望

・
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
と
ア
ン
デ
ル
セ
ン

・
図
解
で
わ
か
る
現
代
の
し
く
み

・
天
皇
家
の
食
卓

・
新
仙
台
の
散
策

・
こ
ん
な
と
き
子
ど
も
に
こ
の
本
を

・
わ
く
わ
く
カ
ッ
プ
シ
ア
タ
ー

７
日
�

福
田
保
育
所

７
日
�

新
地
保
育
所

８
日
�

浜
保
育
所

駒
ヶ
嶺
保
育
所

16
日
�

新
地
保
育
所

福
田
保
育
所

20
日
�

各
保
育
所

12
日
�

新
地
保
育
所

20
日
�

新
地
保
育
所

21
日
�

浜
保
保
育
所

22
日
�

駒
ヶ
嶺
保
育
所

24
日
�

福
田
保
育
所

秋
も
深
ま
り
、
保
育
所
で
は
、
散

歩
や
戸
外
で
の
活
動
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
散
歩
の
途
中
、
雲
を
指
さ
し

て
「
先
生
、
あ
の
雲
、
ラ
イ
オ
ン
さ

ん
の
顔
に
似
て
る
ね
」「
あ
っ
ち
は
、

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
み
た
い
だ
よ
」
な
ど

と
、
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
い
こ
と
ば

が
聞
か
れ
ま
す
。
保
育
所
の
庭
で
は
、

幼
虫
を
見
つ
け
て
「
こ
れ
、
な
に
か

な
？
」「
口
が
あ
る
か
ら
ク
ワ
ガ
タ
の

幼
虫
だ
よ
」
な
ど
、
子
ど
も
同
士
の

会
話
が
活
発
に
聞
か
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
、
こ
と
ば
の
一
つ
ひ

と
つ
に
、
子
ど
も
ら
し
い
発
想
や
驚

き
・
発
見
な
ど
が
聞
か
れ
ま
す
。
忙

し
さ
に
追
わ
れ
、
子
ど
も
の
こ
と
ば

を
聞
き
も
ら
し
が
ち
で
す
が
、
意
識

し
て
子
ど
も
の
こ
と
ば
に
耳
を
傾
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

小
さ
い
子
ど
も
た
ち
は
、「
か
し
て
」

「
ま
ぜ
て
」「
ご
め
ん
ね
」「
あ
り
が
と

う
」
な
ど
の
こ
と
ば
は
、
ま
だ
う
ま

く
使
え
ま
せ
ん
。
友
だ
ち
の
遊
ん
で

い
る
お
も
ち
ゃ
を
黙
っ
て
取
り
返
し

て
け
ん
か
に
な
っ
た
り
、
友
だ
ち
の

遊
ん
で
い
る
の
を
ジ
ー
ッ
と
み
て
い

る
だ
け
だ
っ
た
り
す
る
姿
を
よ
く
見

か
け
ま
す
。
大
き
い
子
が
、「
か
し
て
」

「
ま
ぜ
て
」
と
言
っ
て
遊
ん
で
い
る
の

を
み
て
、
小
さ
い
子
も
こ
と
ば
を
真

似
て
覚
え
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
は
、
こ
う
し
た
や
り
と
り

を
通
し
て
、
こ
と
ば
に
興
味
を
も
ち

友
だ
ち
と
楽
し
く
話
し
な
が
ら
遊
べ

（
折
り
紙
で
柿
を
作
っ
て
い
る
と
き
）

保
育
士
「
柿
が
で
き
た
ら
、
ノ
リ
を

か
わ
か
し
て
お
こ
う
ね
」

Ａ
ち
ゃ
ん
「
先
生
、
干
し
柿
に
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
？
」

・
ぼ
く
た
ち
Ｊ
２
ス
ペ
シ
ャ
ル

岡
田
な
お
こ

隣
り
に
越
し
て
き
た
か
ら
だ
の
不

自
由
な
あ
き
お
君
が
、
僕
た
ち
の
ス

ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
道
場
に
や
っ
て

き
た
。
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
描
く
。

・
怪
人
ゾ
ナ
ー
の
な
ぞ
な
ぞ2000

「
王
様
が
住
ん
で
い
る
所
は
何
色

で
し
ょ
う
か
？
」
改
造
人
間
怪
人
ゾ

ナ
ー
は
、
ふ
し
ぎ
な
ぞ
な
ぞ
、
ハ
ッ
ピ

ー
な
ぞ
な
ぞ
、
恐
怖
な
ぞ
な
ぞ
で
世

「
健
康
日
本
21
」
は
、
21
世
紀
に

お
け
る
国
民
健
康
づ
く
り
運
動
で
す
。

今
後
10
年
間
、
生
活
習
慣
の
改
善
や

生
活
習
慣
病
の
減
少
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
た
め
に
、
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て
、
９
つ
の
分
野
に
わ
た
っ

て
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
そ
の
一
つ
﹇
栄
養
・
食
生
活
﹈

の
分
野
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

●
適
正
体
重
を
維
持
し
て
い
る
人
の

割
合
を
増
加
さ
せ
る
。

∧
肥
満
∨
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
25
以
上

∧
や
せ
∨
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
18
・
５
未
満

Ｂ
Ｍ
Ｉ=

体
重(

㎏)

／[

身
長(

ｍ)]

２

●
脂
肪
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
比
率
を
減

少
さ
せ
る
。

●
食
塩
摂
取
量
を
減
少
さ
せ
る
。（
１

日
平
均
10
ｇ
未
満
）

●
野
菜
の
摂
取
量
を
増
加
さ
せ
る
。

（
１
日
平
均
350
ｇ
以
上
）

●
カ
ル
シ
ウ
ム
に
富
む
食
品
の
摂
取

量
を
増
加
さ
せ
る
。（
牛
乳
・
乳
製
品

130
ｇ
以
上
、
大
豆
製
品
100
ｇ
以

上
、
野
菜
120
ｇ
以
上
）

●
自
分
の
適
正
体
重
を
知
り
、
体
重

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
実
践
す
る
人
の
割

合
を
増
加
さ
せ
る
。

∧
適
正
体
重
∨[
身
長(

ｍ)]

２
×
22

（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
22
を
標
準
と
す
る
）

●
朝
食
を
欠
食
す
る
人
の
割
合
を
減

少
さ
せ
る
。

●
き
ち
ん
と
し
た
食
事
を
す
る
人
の

割
合
を
増
加
さ
せ
る
。

●
外
食
や
食
品
を
購
入
す
る
時
に
栄

養
成
分
表
示
を
参
考
に
す
る
人
の
割

合
を
増
加
さ
せ
る
。

●
食
事
量
を
理
解
し
て
い
る
人
の
割

合
を
増
加
さ
せ
る
。

●
食
生
活
の
改
善
意
欲
の
あ
る
人
の

割
合
を
増
加
さ
せ
る
。

●
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
食
事
の
提

供
数
の
増
加
と
、
利
用
す
る
人
を
増

加
さ
せ
る
。

●
健
康
や
栄
養
に
関
す
る
学
習
の
場

を
増
や
し
、
参
加
す
る
人
を
増
加
さ

せ
る
。

●
健
康
や
栄
養
に
関
す
る
学
習
や
活

動
を
自
主
的
に
取
り
組
む
自
主
グ
ル

ー
プ
を
増
加
さ
せ
る
。

こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
で
き
る
よ

う
、
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ

け
る
努
力
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

Dear Shinchi!
How much free time do you have? The answer for most peo-

ple, everywhere in the world is: not enough. But I think that Cana-
dians have more free time than Japanese people do. 

Take for example junior high school. At Shoei, all student must
join a club, usually sports. And they practice almost everyday.
They often practice on the weekends and during summer vacation
too. Sometimes they even practise until 7:00. It’s quite surprising
for me.

In Canada, most junior high schools don’t even have sports
teams. We have sports teams in high school and neighborhood club
teams, but they don’t practice all year, only for the season. In
Canada, there’s no school on Saturday, and no one comes to
school during the summer.

Working adults too. In Canada, it’s quite normal to take long
vacations, usually during the summer. It’s quite normal to take a
few weeks off and go on a trip somewhere or spend time with your
family. The idea is that you need a break from work in order to
refresh yourself.

This idea is reflected in the language. On Monday mornings we
often ask this question, “How was your weekend?” But the
question is really asking how do you spend your free time.

Free time is for the things you want to do, not have to do. For
children, free time gives them the chance to try many things and
to discover what’s important to them. In Canada, each child does
their own thing, summer camp, a neighborhood sports club, part-
time job, or a trip with the family. When I was in school I did lots
of things in my free time: I joined a baseball team, went fishing,
explored the forests near my home, and I even took lessons in Ger-
man. Most of all, I read books. And now, I want to become a writer.
Now I spend my free time writing, as well as reading.

What you do in your free time is a part of your personality. What
would you do if you had more free time?

Your friend,

界
征
服
を
企
む
。

・
王
さ
ま
の
ふ
し
ぎ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

・
た
ま
ね
ぎ
博
士
２
号
タ
リ
ラ
ン

・
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
Ⅱ

・
動
物
も
の
が
た
り

（和訳は15ページ）

る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
普
段
の
生

活
の
中
で
、
親
子
で
か
か
わ
り
な
が

ら
大
人
も
「
あ
り
が
と
う
」「
ご
め
ん
な

さ
い
」
な
ど
を
使
っ
て
、
自
然
に
こ
と

ば
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

�

Ｂ
Ｍ

Ｉ
=体

重
(㎏

)÷
[身

長
(ｍ

)] ２

[身
長

(ｍ
)] ２

×
22（

B
M

Iの
標

準
）



21
日
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
全
体

会
及
び
分
科
会
、
交
通
安
全

車
両
広
報
パ
レ
ー
ド

22
日
　
議
会
一
般
質
問（
25
日
ま
で
）

25
日
　
公
共
下
水
道
通
水
式

26
日
　
議
会
本
会
議

27
日
　
北
相
中
体
連
新
人
大
会
、
町

特
産
品
振
興
協
議
会

28
日
　
入
札
、
条
例
表
彰
審
査
会

29
日
　
相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
組

合
議
会
定
例
会

２
日
　
教
育
委
員
会
委
員
任
命
及
び

職
員
辞
令
交
付
式
、
課
長
会

４
日
　
臨
時
議
会

５
日
　
入
札
、町
土
地
改
良
区
理
事
会

６
日
　
総
合
計
画
策
定
本
部
策
定
部

会
合
同
会
議

８
日
　
大
戸
浜
地
区
隣
組
対
抗
運
動
会

10
日
　
県
町
村
会
役
員
海
外
研
修

（
フ
ラ
ン
ス
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
20
日
ま
で
）

（子供） （親） （地区）
あいか 藤田清寧・みさと 釣　師
康
こう

生
せい

志筑康二・友美 菅　谷
雅
まさ

也
や

鎌田孝行・静江 杉　目
宏
ひろ

斗
と

東　　淳・由樹江 大戸浜
麗
れ

愛
な

杉江史和・裕子 小　川
彩
あ

純
すみ

佐藤昌彦・恵美子 下真弓
大　和
や ま と

荒　和則・敏子 新地町
栄
えい

騎
き

齋藤　秀・みき 新地町
勇
ゆう

介
すけ

鈴木　晃・時子 沢　口
永
と

遠
わ

大和田冬樹・里美 新地町

（死亡者） （年齢） （地区）
菅野キヨノ ９１歳 小　川
伊　　長門 ４９歳 釣　師
目黒　てる ７９歳 木　崎
吉田　　亨 ７３歳 大戸浜

水　　進 ５７歳 大戸浜
菅野　玲子 ６７歳 今　泉
菅野　　仁 ８６歳 今　泉

地　幸子 ７６歳 岡

（平成１２年９月２１日～１０月２０日届出）

町
で
は
、
平
成
13
年
度
の
保
育
所

入
所
申
し
込
み
を
次
の
日
程
で
受
け

付
け
ま
す
。

入
所
を
希
望
す
る
方
は
、
各
保
育

所
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

用
紙
は
各
保
育
所
、
役
場
窓
口
に
用

意
し
て
い
ま
す

申
込
書
、
健
康
保
険
証
（
家
族
全

員
）、
母
子
手
帳

※
当
日
は
、
お
子
さ
ん
の
発
育
状
況
、

家
庭
環
境
、
家
族
の
職
業
や
勤
務
時

間
、
農
業
の
方
は
田
畑
の
面
積
な
ど

を
伺
い
ま
す
。

①
保
育
に
欠
け
る
（
保
育
す
る
方
が

い
な
い
）
幼
児
で
あ
る
こ
と
。

②
特
別
児
童
扶
養
手
当
な
ど
を
受
給

・
故
伊
　
長
門
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し

て
伊
　
あ
や
子
さ
ん
（
釣
師
）
よ
り

10
万
円

・
故
菅
野
仁
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し
て

菅
野
新
一
さ
ん
（
今
泉
）
よ
り
10
万

円・
故
林
ヒ
ロ
イ
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し

て
林
功
さ
ん
（
上
真
弓
）
よ
り
10
万

円◎
寄
付

・
飯
土
井
小
翁
さ
ん
（
新
町
）
よ
り

タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
40
枚
／
吉
田
博
さ
ん

（
大
戸
浜
）
よ
り
10
万
円
／
杉
目
地
区

よ
り
サ
ツ
マ
イ
モ
40
キ
ロ
／
郡
司
イ

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し
出て下さい。

さ
れ
て
い
る
方
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

�
保
育
課
（
�
�
２
２
７
７
）

町
で
は
、
乳
幼
児
を
交
通
事
故
か

ら
守
る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
の
購

入
者
に
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

平
成
11
年
７
月
１
日
か
ら

平
成
13
年
３
月
31
日
ま
で

１
万
円
を
上
限
と
し
て
、

購
入
額
の
２
分
の
１

町
内
在
住
で
６
歳
未
満

の
幼
児
を
養
育
し
、
期
間
内
に
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
を
購
入
さ
れ
た
方

役
場
備
え
付
け
の

「
奨
励
金
交
付
申
請
書
」
に
領
収
書
を

添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

領
収
書
、
印
鑑
、

預
金
通
帳

相
馬
調
停
協
会
で
は
、
次
の
と
お

り
民
事
・
家
事
の
無
料
調
停
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
土
地
や
建
物
、
金

銭
の
貸
し
借
り
、
離
婚
、
相
続
な
ど

の
問
題
で
お
困
り
の
方
、
ご
遠
慮
な

く
相
談
く
だ
さ
い
。

11
月
17
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

相
馬
市
中
央
公
民
館

�
相
馬
調
停
協
会
（
�
�
５
１
４
１
）

� �　
�
�

��

� �　
�
�

�
総
務
課
（
�
内
線
48
）

第
１
回
磐
城
流
域
育
樹
祭
が
広
野

町
内
の
国
有
林
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

豊
か
な
緑
を
守
り
育
て
る
た
め
の
除

伐
作
業
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

12
月
３
日
�

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

広
野
町
役
場
駐
車
場

軍
手
、
昼
食

※
豚
汁
、
飲
物
は
用
意
し
ま
す
。
ま

た
、
作
業
し
や
す
い
服
装
で
参
加
く

だ
さ
い
。

11
月
27
日
�

�
役
場
産
業
課
（
�
内
線
64
）

県
で
は
、
次
の
と
お
り
遺
族
等
援

護
業
務
及
び
恩
給
業
務
巡
回
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

11
月
21
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

福
島
県
原
町
合
同
庁
舎

旧
軍
人
軍
属
等
本
人
と

遺
族
、
戦
没
者
の
遺
族
、
戦
傷
病
者

手
帳
保
持
者
、
及
び
そ
の
代
理
人

�
役
場
健
康
福
祉
課
（
�
内
線
26
）

ネ
さ
ん（
山
元
町
）よ
り
卵
４
９
０
個
／

み
ち
の
く
歌
謡
「
風
の
会
」
よ
り
箱

テ
ィ
ッ
シ
ュ
50
箱

◎
慰
問
・
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

・
尚
英
中
吹
奏
楽
部
38
人
／
み
ち
の

く
歌
謡
「
風
の
会
」
16
人
／
真
弓
老

人
ク
ラ
ブ
27
人
よ
り
草
む
し
り
／
特

養
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
25
回
50
人
／
Ｊ
Ａ

す
ず
ら
ん
８
回
16
人
／
レ
マ
ン
の
会

１
回
３
人
／
漁
協
婦
人
部
１
回
３

人
／
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
１
回

１
人
／
習
字
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
１
回
２

人
／
新
地
高
校
４
回
45
人

町では、下水道相談会と新地浄化センターの見
学会を次のとおり開催します。

相談会は、現在公共汚水ますが設置されている
方を対象に、受益者負担金や排水設備工事など下
水道全般について行います。また、見学会は、下
水道が整備されていない方にも下水道への理解を
深めていただけるよう開催します。お気軽にご来
場ください。
� 11月15日�

～19日�
午後１時～８時

（18日�、19日�
は午後５時まで）

� 新地浄化センター
�

都市計画課（�内線41）

11
月
９
日
�
〜
15
日
�

�

新地保育所
�２２７７

浜保育所
�３１３０

駒ヶ嶺保育所
�３００９

福田保育所
�３５９５

11月20日�
９時～16時

満３カ月（平成13年４月１日でに満３
カ月を迎える乳児を含む）から就学前

11月21日�
９時～16時

11月22日�
９時～16時

11月24日�
９時～16時

満１歳（平成13年４月１日ま
でに満１歳を迎える幼児を含
む）から就学前

太
平
洋

太
平
洋 
太
平
洋 

砂子田川砂子田川 砂子田川 

相
馬
亘
理
線 ポ

ン
プ
場 

新
地
浄
化 

セ
ン
タ
ー 

浜 
保育所 

北 

曙
橋 



◆
野
ぶ
ど
う
俳
句
会

出
水
あ
と
阿
武
隈
川
に
秋
の
蝶

菅
野
　
二
郎

通
院
も
七
曜
す
で
に
栗
の
節

高
橋
　
ト
ク

秋
雨
に
独
り
の
旅
は
満
た
さ
れ
ず

小
野
ト
メ
ヨ

敬
老
日
姉
妹
そ
ろ
い
て
日
暮
ま
で

斉
藤
と
も
子

赤
い
羽
根
つ
け
て
シ
ル
バ
ー
ダ
ン
ス
か
な

小
泉
　
　
淑

長
雨
に
頭
を
伏
す
る
稲
穂
か
な

渡
辺
た
か
を

さ
る
す
べ
り
散
っ
て
秋
と
も
な
り
に
け
り

小
泉
　
房
子

栗
飯
の
匂
い
が
立
ち
ぬ
夕
厨

野
地
せ
い
子

秋
雨
に
居
坐
ら
れ
た
る
山
河
か
な

林
　
よ
し
こ

（
八
葉
山
天
台
寺
に
て
）

寂
聴
の
法
話
の
衆
に
し
ぐ
れ
け
り

代
光
　
富
峰

敬
老
日
メ
ダ
ル
を
受
け
て
背
筋
伸
ぶ

佐
藤
　
芳
子

木
犀
の
香
に
つ
つ
ま
れ
て
庭
を
掃
く

志
茂
　
尚
子

縄
張
っ
て
妻
亡
き
あ
と
の
茸
守
る

斉
藤
　
清
子

米
余
り
精
根
尽
き
し
案
山
子
か
な

加
藤
　
白
穂

Ｄｅａｒ　Ｓｈｉｎｃｈｉ！

あなたは、どのくらい自由な時間がありますか？ほとんどの人々

にとって、世界中のどこでもその答えは十分ではないでしょう。し

かし私はカナダ人は日本人より自由な時間があると思います。

例えば中学校の例をとってみましょう。尚英では、全ての生徒

が部活に所属しなければいけません。普通は運動部です。そして

ほとんど毎日練習をします。生徒は週末や夏休みの間でもよく練

習をします。時には午後７時まで練習をしています。私にとって

は本当に驚くべきことです。 カナダでは、ほとんどの中学校は運

動部はありません。高校や隣どうしで運動部があります。しかし

一年中練習はしません。そのシ－ズンだけです。カナダでは土曜

日は学校がありません。そして夏休みの間も誰も学校に来ません。

働いてる大人たちも同じです。カナダでは夏休みの間、長い休

日を取るのはまったく普通のことです。数週間休んだり、家族と

一緒にどこかに旅行したりすることは普通のことです。その考え

は、自分自身をリフレッシュするために仕事を休む必要があると

いうことです。

またこの考えは、言葉にも影響しています。月曜日の朝に私た

ちはよくこの質問をします。『週末はどうだった？』しかしこの質

問は、本当は『自由な時間をどのように過ごしたか？』と尋ねて

いることです。

自由な時間は、あなたがやりたいことをやるもので、やらなけ

ればいけないことではありません。子供たちにとって自由な時間

はいろんなことをやったり、彼らにとって何が大切なのか発見さ

せる機会を与えてくれます。カナダでは、子供たちは自分自身の

ことをやります。サマ－キャンプ、隣どうしの運動部、アルバイ

ト、家族と旅行をしたり…。私が学生のころ、自由な時間にたく

さんのことをやりました。野球チ－ムに参加したり、釣りに行っ

たり、家の近くの森を探検したりしました。そしてドイツで勉強

もしました。ほとんどは本を読みました。今、私は作家になりた

いです。自由な時間、読むのと同じように書いたりして過ごして

います。自由な時間にすることは、あなたの個性の一部です。も

しもっと自由な時間があったら、あなたは何をしたいですか？

Ｙｏｕｒ　ｆｒｉｅｎｄ，
和訳：尚英中学校　松田勘太先生

10
月
16
日
�
に
行
わ
れ
た
３
歳
児

健
診
で
虫
歯
０
（
ゼ
ロ
）
の
子
ど
も

は
20
人
中
８
人
で
し
た
。



再生紙使用

�

��

ち

き
ゅう
にやさし

い

標
高
３
４
８
メ
ー
ト
ル
、
町
の
西
北

部
に
位
置
す
る
小
さ
な
名
山
「
地
蔵
森
」

山
頂
に
は
地
蔵
森
神
社
が
祀
ら
れ
、

お
堂
に
は
子
ど
も
の
病
気
予
防
に
御
利

益
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
６
体
の
お
地
蔵

様
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
頂
ま
で

は
約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
作
業
道
が
整

備
さ
れ
て
お
り
、町
の
全
望
や
太
平
洋
を

眺
め
な
が
ら
の
登
山
が
楽
し
め
ま
す
。

福
田
地
区
の
青
少
年
健
全
育
成
事
業

で
は
毎
年
10
月
、
地
区
の
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
が
参
加
し
て
地
蔵
森
登

山
と
山
頂
で
の
大
声
コ
ン
テ
ス
ト
、
芋

煮
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
地
域
に
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
町
で
は
10
月
９
日
の
体
育
の
日

に
「
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
雨

が
降
る
悪
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
159
人
の
ラ
ン
ナ

ー
が
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら
も
一
生
懸
命
走
り
き

り
ま
し
た
。選
手
の
み
な
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

■
「
走
る
」
と
い
え
ば
、
11
月
19
日
�
に
は
、「
第
12

回
ふ
く
し
ま
駅
伝
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
新
地
町
チ
ー

ム
も
昨
年
以
上
の
成
績
を
と
、
連
日
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
当
日
は
、
応
援
ツ
ア
ー
や
テ
レ
ビ
の
生
放

送
が
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
沿
道
や
テ
レ
ビ
の
前

で「
新
地
町
」の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
晴
）


